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ア
ダ
ム

ミ
ュ
ラ

l
の
農
業
論

ま

え

カミ

き

十
カ
世
記
初
頭
、
プ
ロ
イ
セ
ン
で
実
施
さ
れ
た
一
連
白
諸
改
革
位
。
フ
ロ

イ
セ
ン
国
家
の
近
代
化
に
と
っ
て
重
要
な
劃
期
か
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と

は
、
あ
ら
た
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
諸
改
革
は
プ
ロ
イ

セ
ン
に
担
げ
る
中
世
的
社
建
的
諮
関
係
を
排
除
し
、
人
々
を
前
近
代
的
拘

束
か
ら
解
放
し
て
、
近
代
国
家
の
白
白
な
市
民
ー
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
改
革
前
の
プ
ロ
イ
セ

γ
で
は
、
前
近
代
的
な
諸
関
係

の
中
で
貴
族
の
あ
り
方
、
と
密
捺
に
関
連
し
て
い
る
部
分
が
極
め
て
多
か
っ

た
か
ら
、
国
家
の
近
代
化
の
た
め
に
は
貴
族
制
度
の
改
革
が
絶
対
に
必
要

で
あ
っ
た
。
改
革
は
主
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
啓
戴
思
想
、
と
イ
ギ
リ
ス
の
向

由
主
義
経
済
理
論
を
指
導
的
瑚
念
と
し
て
行
わ
れ
た
。
し
か
し
当
時
の
プ

ロ
イ
中

Y
D
政
治
的
経
済
的
措
明
日
間
の
立
遅
れ
か
ら
、
改
革
は
啓
蒙
思
想
の

影
響
を
受
け
た
官
僚
に
よ
勺
て
支
え
ら
れ
た
中
央
集
椛
的
絶
対
主
義
政
府

に
よ
る
「
上
か
ら
の
本
命
」
ー
に
し
て
遂
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ア
ダ
ム
目
ミ
品
ヲ
!
の
品
業
前

ネ:If¥

本

行

升1

こ
り
改
革
は
当
然
貴
族
側
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
反
対
述
動
を
誘
発
し

t
o

そ
の
際
反
対
運
動
の
多
く
は
も
っ
ぱ
ら
貴
族
の
経
済
的
利
益
と
政
治
的
社

会
的
地
位
の
維
持
を
目
棋
と
し
て
行
わ
れ
ね
の
に
対
し
て
、
改
革
思
想
自

体
へ
の
批
判
に
も
と
づ
き
、
)
旧
身
分
的
立
場
か
ら
絶
対
主
義
政
府
の
門
上

か
ら
の
革
命
」

r反
抗
し
ん
は
運
動
が
存
在
し
た
。
ア
ダ
ム
・
ミ
ュ
一
フ
は
は

こ
の
改
草
反
対
運
動
の
理
論
的
代
弁
お
と
し
て
、
改
牛
思
組
に
対
す
る
批

判
と
反
論
を
総
括
し
、
貴
族
制
度
と
身
分
出
家
を
擁
護
L
た
。
し
た
が
っ

て
彼
の
農
業
論
は
ス
ミ
ス
の
理
論
町
農
業
へ
の
迎
用
と
し
て
の
合
型
的
農

業
へ
の
彼
の
国
家
観
に
も
と
づ
く
論
難
と
、
ム
ロ
型
的
農
業
論
に
よ
っ
て
理

論
づ
け
ら
れ
た
農
業
撃
平
へ
の
批
判
で
あ
る
。
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家
観
に
つ
い
て
見
る
に
、
啓
蒙
思
州
出
の
同
家
視
は
白
然
法
的
な
い
し
は
契

約
論
的
国
家
観
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
国
家
は
迎
性
的
で

自
由
な
個
人
の
相
互
契
約
に
よ
っ
て
形
成
芦
れ
る
と
理
解
す
る
。
そ
の
目

標
と
す
る
と
こ
ろ
は
人
同
を
出
い
諸
関
係
の
き
づ
な
か
ら
解
放
し
、
人
間

相
互
の
闘
係
を
合
理
化
|
|
契
約
化
ー
ー
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

国
家
を
「
ゲ
ゼ
ル
ジ
ャ
ブ
ト
」
と
し
て
理
論
づ
け
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ

る。

λ
同
生
活
の
非
合
珂
的
側
聞
に
何
値
主
認
め
る
ロ

J

Y
主
義
は
、
人

間
関
係
主
し
て
合
理
的
な
契
約
関
係
に
対
す
る
非
合
型
的
、
人
的
、
有
機

的
結
合
関
係
主
章
祝
L
、
社
会
を
高
次
の
市
機
体
と
し
て
、
人
聞
を
そ
の

有
機
体
の
構
成
要
素
と

L
て
把
握
す
る
。
要
す
る
に
p
y
γ

主
義
は
「
ゲ

マ
イ
Y

V
ャ
ノ
ト
」
の
何
値
を
認
識
さ
吐
る
の
に
貢
献
し
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
よ
う
。

L
t
が
っ
て
ロ
マ
ン
主
義
は
密
宗
思
想
の
原
子
論
的
、
機

械
論
的
国
家
観
を
批
判
し
、
そ
の
士
十
実
在
位
と
偽
陥
性
合
指
摘
し
、
有
機

5
 

的
な
社
会
繍
な
い
し
は
同
家
観
を
対
置
し
た
。

ω
ロ
マ
ン
主
義
に
関
す
る
諸
凱
定
に
つ
い
て
は
大
野
信
一
一
~
『
士
訂
経

済
学
史
』
上
巻
、
六
五
人
六
六
一
瓦
参
照
。

ω
同

H
E
Z
E江
戸

F
F
印

日

目

。

守

的

同

母

川

w

口
o
O
H
m
-
P

出
O
H
O
J
F
A
A
N
回
目
的
仲
目
立
ロ
ヨ
【
出
の
り
き
E
H
M
m

骨
片
岡
。
日
常
仲
臣
、
一

N怠立町な句号b忌討守、
s目

t志¥冶N
」¥、宗h

如守M干
司
岳
白
句
官
恥

=
s言叫

尚¢ト一ぷ嗣広何伺児引幻~句記叫深認臥尽
2吋逗司曹柿
a日句明hhリ、旨r
&」¥、P巳?ヨロハ仏凶∞]戸{「叩
H

由一旧山点∞戸山戸~凹】凹史A

白?山rrι卜ドιH
山寸寸可

リ
目
。
宮
島
巴
を
札
出
ι

H

m

ω
口同

川

w

啓
蒙
主
義
的
国
家
聞
の
基
本
的
性
格
と
、
こ
れ
に
対
す
る
ロ
マ
ソ

的
批
判
の
要
点
に
つ
い
て
は
出
口
勇
蔵
「
ロ

1

マ
ン
主
義
」
、
同
氏

ア
ダ
ム
一
、
ユ
ラ
ー
の
設
業
論

編

-
J
梢
訂
純
情
学
ゅ
ん
二
一
七
一
二
八
瓦
、
二
三
三
頁
審
問
問
“

ミ
ュ
ラ
の
経
済
論
は
そ
の
同
家
論
主
切
り
離
し
得
な
い
関
係
に
あ
る
。

伎
の
凶
一
部
論
は
有
機
体
的
、
身
分
的
、
保
守
主
公
的
国
家
前
と
特
徴
づ
け

る
乙
主
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
伎
は
ま
ず
日
然
法
的
国
家
論
と
そ
の
個
人

L
一
義
的
立
場
を
鹿
榊
で
あ
り
、
歴
史
的
事
実
に
反
す
る
と
批
判
す
る
。
啓

蒙
忠
州
四
円
訴
の
説
く
よ
う
な
、
国
家
の
存
在
に
先
行
す
る
自
由
な
人
間
な
る

も
の
は
存
存
せ
ず
、
同
家
は
人
闘
が
自
由
に
出
入
り
L
得
る
と
い
コ
た
便

為
的
な
も
の
で
は
な
い
。
人
間
的
存
在
は
そ
の
敢
初
か
ら
同
家
の
中
に
お

い
て
の
み
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
国
家
は
人
間
に
と
っ
て
必
然
的

か
っ
不
可
避
的
な
存
在
で
あ
る
。
次
い
で
彼
は
同
家
が
人
聞
の
要
求
に
応

じ
て
自
由

r改
造
し
得
る
と
す
る
改
革
論
者
の
見
解

r、
保
守
主
義
的
国

家
観
を
対
置
し
た
。
存
続
し
て
き
た
諸
制
此
は
そ
の
起
源
を
自
然
L
有
す

る
故
、
人
聞
が
考
え
片
し
た
い
わ
ゆ
る
「
自
然
法
」
よ
り
も
溢
か
に
自
然

的
で
か
つ
有
効
的
で
あ
る
。
同
家
は
人
間
の
仔
志
の
処
分
対
象
で
は
な
く
、

「
人
間
の
恐
意
や
考
案
か
ら
全
〈
独
立
し
た
」
(
同
な
き

E
F
出
P
F
m
w
一

色
)
独
自
の
生
命
を
も
っ
有
杭
と
み
な
さ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
伝

統
的
な
も
の
を
伽
他
づ
け
、
過
去
L
r
D
断
絶
と
、
国
家
へ
の
人
同
り
作
為

を
排
斥
す
る
た
め
に
、
伎
は
パ
グ
か
ら
悶
家
を
世
代
官
献
え
て
永
続
す

る
共
同
体
と
し
て
把
揮
す
る
見
解
を
受
け
継
い
だ
。
国
家
は
現
存
す
る
人

々
の
結
合
で
あ
る
と
同
時
に
、
相
前
後
す
る
世
代
間
の
結
合
l
l
i時
間
的

連
続
体

l
iで
あ
っ
て
、
人
間
が
ど
の
培
枇
性
か
ら
恐
意
的
に
解
離
す
る

こ
と
は
許
き
れ
な
い
。
こ
の
国
家
観
は
ミ
ュ
ラ
!
の
保
守
主
義
の
基
本
線

第
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ア
ダ
ム
・
ミ
ュ
ヲ
ー
の
農
業
論

を
な
す
も
の
で
あ
る
。

国
家
を
有
機
体
と
し
て
、
人
聞
を
有
機
体
た
る
国
家
の
一
成
員
と
し
て

一
市
す
た
め
、
彼
は
国
家
を
「
拡
大
さ
れ
た
家
族
」
と
し
て
説
明
し
た
。
人

同
の
存
在
は
家
族
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
家
族
が
相
互
に
具
質
な
人
同

の
結
合
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
家
も
質
的
に
不
平
等
な
人

間
の
附
の
結
合
ー
ー
ー
一
般
に
異
質
の
人
間
聞
に
真
の
有
機
的
結
合
が
あ
り

得
る
ー
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
即
ち
有
機
体
た
る
国
家
は
身
分
国
家

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
有
機
体
に
お
け
る
部
分
は
各
々
の
神
性
に
応
じ

て
全
体
の
た
め
に
活
動
す
る
こ
と
に
そ
の
存
在
価
値
が
あ
り
、
ま
た
そ
う

す
る
と
と
に
よ
り
そ
の
存
在
が
可
能
と
な
る
。
彼
は
国
家
を
有
機
体
と
み

な
す
と
と
に
よ
り
、
そ
の
成
員
。
か
各
自
白
身
分
的
特
性
に
応
じ
て
全
体
と

ル
て
の
国
家
の
た
め
献
身
的
に
奉
仕
す
る
必
要
性
を
論
拠
づ
け
よ
う
と
し

士

ω]戸~==号、
h
E
塁
Z
F
ロ
ハ
同
戸
印

3

2
、
U

H

出

パ

ー

ク

『
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
つ
い
て
の
諸
考
察
』
、
水
田
洋
訳
、
九
九
頁
事

問。ω
〈
江
国
2
M
M
U
G
-
Q
〉
H
H
p
b
R

己
主
刊
に
与
芸
人
A
R
N
R
S

い耐と
N
G
3

言
羊
書
誌
で
2
吉
円
株
主
旬
、
言
、
骨
呈
R
P
S
同
室
一
五
五
N
W
M
U
N
C

山

日

ω

ミ
ュ
ラ
!
の
経
済
論
は
彼
の
国
家
観
の
立
場
か
ら
の
当
時
の
経
済
理
論

の
批
判
で
あ
り
、
特
に
改
革
の
指
導
現
前
と
な
っ
た
ス
ミ
ス
の
自
由
主
義

経
済
理
論
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
有
機
体
的
国
家
観
の
立
場

か
ら
経
済
を
出
家
か
ら
抽
象
し
て
観
接
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
。
ま
た
ス

第
八
十
九
巷

三
九

O

節
目
号

阿

四

ミ
ス
経
済
理
論
の
妥
当
性
に
つ
い
て
相
対
王
義
的
立
場
か
、
b
の
批
判
を
く

わ
え
た
。
ミ
ュ
ラ
に
よ
れ
ば
ス
ミ
ス
の
理
論
は
優
れ
た
英
国
の
歴
史
と

国
家
制
度
の
上
F
成
立
し
た

n

英
国
の
理
論
で
は
国
家
の
経
済
的
責
要
性

が
所
与
の
も
の
と
し
て
前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ス
ミ
ス
は
そ
れ
を
経
済

理
論
の
考
察
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
λ

ミ
ス
の
理
論
は
英
国
に
妥
当
し
て
も
、
そ
の
前
提
条
件
の
相
速
す
る
他
の

固
に
は
適
川
さ
れ
得
な
い
。
ま
た
そ
れ
は
画
家
を
無
祝
し
た
非
国
民
的
な

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
個
人
主
義
的
で
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
性
格
を
も
っ
。

更
に
悶
家
を
無
視
し
た
こ
と
が
経
済
に
お
け
る
無
形
の
も
の
、
精
神
的
な

も
の
の
意
義
を
忘
却
さ
せ
、
唯
物
論
的
傾
向
に
走
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

絶
対
的
な
私
有
財
産
相
川
度
の
排
ぷ
ほ
、
ミ
み
ラ

D
3
1
由
主
義
経
済
辿

諭
の
個
人
主
義
的
立
場
に
対
す
る
攻
撃
の
一
環
を
な
し
て
い
る
。
彼
に
よ

れ
ば
財
産
は
そ
の
「
人
格
し
を
も
ち
、
ぞ
の
杓
在
的
性
質
、
そ
の
肘
産
の

「
自
由
」
に
ふ
さ
わ
し
い
方
法
で
所
有
さ
れ
経
岱
さ
れ
る
と
と
を
必
要
と

し
、
人
聞
と
財
産
の
関
係
は
一
芯
意
的
、
一
方
的
で
な
く
、
相
互
的
、
「
人

3
 

格
的
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
財
庄
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に

応
じ
て
私
有
財
産
、
家
族
財
産
、
団
体
財
産
に
分
か
れ
る
ω

ス
ミ
ス
は
た

だ
私
右
財
討
の
み
を
認
め
、
一
切
の
財
内
を
個
人
の
白
巾
な
処
分
対
象
、

個
人
。
自
由
な
経
済
活
動
の
干
段
と
み
な
す
。
共
同
財
産
が
そ
の
所
有
者

の
聞
に
共
同
窓
誠
、
精
神
的
結
合
を
促
寸
に
反
し
て
、
「
厳
掛
な
私
有
財

産
の
制
度
、
排
他
的
な
所
有
権
は
「
共
同
威
信
を
破
り
」
(
尽
き

3

出

a

F

印
出
品
寸
)
、
人
聞
を
相
克
に
孤
V
せ
し
め
、
有
機
体
た
る
凶
誕
の



解
体
L
ζ

死
に
導
く
。
彼
は
ロ
ー
マ
法
的
財
産
概
念
の
普
旭
化
に
同
家
分
鎚

の
一
契
機
を
認
め
た
。
ス
ミ
ス
庇
済
論
の
要
求
で
あ
る
個
人
白
内
由
な
経

済
活
動
は
批
判
さ
れ
、
白
由
競
争
の
原
則
は
否
認
さ
れ
た
。
個
人
的
利
益

り
自
由
な
追
求
に
よ
っ
て
、
個
人
の
富
と
一
国
に
お
け
る
そ
の
総
計
は
増

大
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
全
体
か
考
慮
し
な
い
個
人
の
自
由
な
活
助
は
、
必

然
的
医
個
人
の
宮
の
総
計
よ
り
も
そ
の
調
和
が
よ
り
重
要
で
あ
る
国
民
的

宮
の
減
少
を
招
来
す
る
。
国
民
経
済
の
調
和
と
均
衡
を
計
る
じ
と
は
自
由

競
争
に
で
は
な
く
、
政
治
家
に
謀
せ
ら
れ
た
任
務
で
あ
る
。

川
川
ミ
ュ
ラ
!
の
ス
ミ
ス
批
判
に
つ
い
て
は
高
品
普
故
「
y
ダ
ム
・
ミ

ュラ

l
D
ス
ミ
ス
批
判
」
、
『
一
橋
諭
設
』
第
三
巻
、
日
。
四
1
同

二
五
頁
参
照
。

、
、
、
、
、
、
、
、

川
、
、
ュ
ヲ
ー
は
こ
の
「
白
内
一
に
つ
い
て

1

物
的
な
い
し
は
人
的
な

、、

国
家
成
員
の
自
由
は
そ
の
資
格
、
天
性
、
天
臓
に
応
じ
て
全
体
の
た

め
、
同
時
に
そ
れ
自
身
の
た
め
に
生
さ
る
こ
L

乙
で
あ
る
。
」
シ
説
い

て
い
る
。
(
可
H
H
O
Q
ロ
F
F
E
N
h
h
喜
之
町
出
苦
言
丸
々
号
、
す
忠
弘
主

号
、
吾
五
E
r
o抽
出
E
s
b
sな
F

巴
見
、
印
国
由
)
彼
の
「
自
由
」
に

つ
い
て
の
見
解
に
関
し
て
は
マ
ン
ハ
イ
ム
『
保
守
主
義
』
、
森
博
訳
、

四
三
|
四
五
五
参
問
。

川W

パ
グ
サ
は
「
要
綱
」
に
附
し
た
註
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
シ
ェ
リ

ジ
グ
の
自
然
哲
学
の
影
智
を
指
摘
し
C
い
る
。
〔
同
NR遺
言
言
、
出
C

H
F
凹

叫

叫

由

)

ア
ダ
ム
・
ミ
ご
フ
1

0
農
業
論

ミ
斗
ラ
ー
の
経
済
論
が
そ
り
国
家
視
に
も
と
つ
く
ス
ミ
ス
学
説
へ
の
批

判
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
彼
の
盛
業
論
は
ス
、
、
ス
の
担
論
の
農
業
へ
の
適
用

た
る
常
利
手
段
と
し
て
の
農
業
、
つ
拍
同
業
的
農
業
」
(
一
ア

1
ヤ
白
「
合
理
的

農
業
む
を
批
判
し
、
伝
統
的
な
机
円
の
農
業
制
度
、
即
ち
「
国
民
的
農

業
」
も
し
く
は
「
月
建
的
農
業
」

2
Z
E己
5
m
g
m
呂

田

町

広

ω
)

を
雌
註
す
る
乙
と
で
あ
っ
た
@
そ
れ
は
臥
担
架
の
資
木
主
義
化
に
刻
す
る
批

判
で
あ
り
、
実
際
閣
で
は
改
革
の
白
由
主
義
的
農
業
政
策
へ
の
反
抗
で
あ

っ
た
ω

農
業
資
本
主
義
化
の
条
件
を
整
備
す
る
こ
と
を
い
口
的
と
し
た
良
業

改
革
り
具
体
的
司
楳
が
、
近
代
的
土
地
所
有
制
度
の
確
立
と
農
村
で
の
身

分
制
度
の
解
消
、
即
ち
土
地
所
有
と
士
地
移
動
の
自
由
化
、
な
ら
び
に
観

主

u
農
民
関
係
の
清
算
に
あ
っ
た
か
ら
、
彼
の
努
力
は
農
業
に
お
け
る
伝

統
的
な
、
時
間
近
代
的
か
つ
非
合
理
的
な
諸
関
係
企
弁
護
す
る
こ
と
に
向
け

ら
れ
、
土
地
の
世
襲
財
産
制
度
と
、
領
主
農
民
同
の
有
機
的
人
格
的
粧
台

関
係
が
擁
護
さ
れ
た
。
そ
の
際
彼
は
農
業
に
お
け
る
伝
統
的
な
諸
闘
係
官

国
家
の
構
成
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の

K
L
て
何
値
づ
け
よ
う
ム
し
た
u

川
「
英
国
人
と
フ
ェ

ν
ン
ベ
ル
ク

(
3
E司
開
E
Pロ
ロ
己
〈
吉

問
。

-
Z
ロヴ
O

吋
明
、
口
口
l
H
E
b

ス
イ
ス
の
教
育
家
、
農
業
に
お
け
る
合

理
的
傾
向
の
代
表
者
の
一
人
。

l
i引
用
者
)
に
対
し
て
ド
イ
ツ
決

業
を
擁
護
す
る
こ
と
を
私
一
生
の
主
要
使
命
と
考
え
て
い
る
。
」

(同

3
ミ
s
n
h担
旬
、

N
N
8
a
m
w
E
H汁
3
主
主
n
p
m
E肘
NN
£
S
A
h
n
p室

町
S
M
N
S
h
p
国民丘、
R
F
H団
口
口
∞

N
p
m
H町
田
)

ω
「
私
は
政
業
に
お
け
る
旧
き
も
れ
り
、
伝
統
的
な
も
の
へ
従
来
ど
う

り
悶
執
す
る
こ
1r
が
我
々
の
同
家
永
続
の
た
め
の
究
極
的
基
礎
で
あ

帯
八
十
九
巻

プL

四
互王

第
凶
ロ
万



ア
ダ
ム
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
農
業
論

る
と
考
え
て
い
る
己
「
封
建
的
改
築
」
は
彼
に
と
っ
て
「
国
民
的
存

在
の
守
護
神
」
で
あ
っ
た
。

(AEhs五
E-yhE}
印

H
U
A
Y

印

H
m
U
)

土
地
移
動
の
自
由
化
に
対
す
る
ミ
ュ
ラ
l
の
反
論
は
以
下
む
よ
う
に
論

拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
一
搬
に
生
産
に
は
土
地
、
労
働
、
資
本
の
三
要
素

を
必
要
と
す
る
が
、
各
生
産
業
務
ご
と
に
い
ず
れ
か
の
要
素
が
重
要
な
地

位
を
占
め
る
。
農
業
で
は
土
地
、
即
ち
白
然
方
が
支
配
的
な
地
位
を
占
め

て
お
り
、
土
地
が
主
と
し
て
生
産
す
る
。
そ
れ
故
州
民
業
は
そ
こ
で
支
配
制

な
役
割
を
演
ず
る
土
地
の
性
格
を
十
分
顧
慮
し
、
そ
れ
に
適
応
す
る
と
い

う
形
態
で
営
ま
れ
る
こ
と
が
必
要
た
の
で
あ
る
。
土
地
は
動
か
す
}
」
と
の

で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
力
に
よ
っ
て
創
出
す
る
こ
邑
も
、
消
滅

さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
主
い
う
永
続
的
な
位
格
を
も
っ
て
い
る

P

品
業

で
は
土
地
の
動
か
す
こ
と
の
で
き
向
、
永
続
的
な
性
格
か
ら
、
そ
ζ

に
使

用
さ
れ
る
労
働
も
資
点
も
等
し
く
永
続
的
特
性
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
彼
は
土
地
自
動
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
永
続
的
な
性
絡
が
土
地
所

有
関
係
に
も
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
と
す
る
。
土
地
は
「
本
米
動

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
財
産
」
(
同
む
喜

E
F
白
色
戸
田

8
V
で
あ
り
、

「
土
地
の
本
性
は
存
続
す
る
こ
と
で
あ
る
己
上
地
と
人
聞
と
の
結
合
が

永
続
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
ミ
品
ラ
ー
は
い
う
。
「
操

業
と
い
う
業
務
で
は
他
の
都
市
工
業
の
業
務
の
よ
う
に
人
間
一
生
の
聞
に

完
成
し
、
決
着
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
生
産
が
徐
々
に
増
加
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
農
業
で
は
資
本
が
あ
る
将
来
の
た
め
に

投
下
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
じ
よ
う
や
く
孫
が
収
穫
し
う
る
よ
う
に
種

j
1
2
L

一
L

-

a
fイ
ブ
宅

プL

部
阿
号

四
六

が
橋
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
少
く
な
い
。
要
す
る
に
農
業
は
孫

が
実
際
に
収
穫
す
る
見
通
し
を
も
っ
て
、
そ
れ
故
祖
国
の
存
続
巳
特
別
の

信
舶
を
も
っ
て
経
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ω

人
間
一
生
白
聞
に

完
今
に
経
営
さ
れ
得
な
い
土
地
が
全
体
主
し
て
個
々
の
所
有
者
に
で
は
な

司、

く
、
家
族
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
以
上
に
自
然
的
必
然
的
な
も
の
は
あ
ろ
う

か
。
共
同
体
の
そ
の
他
の
4

柴
崎
は
相
並
ん
で
牛
存
す
る
個
人
の
競
争
で
済

ま
寸
こ
と
が
で
き
る
。
農
業
で
は
個
人
目
進
岩
が
大
き
な
役
割
を
果
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
佃
人
は
必
同
の
業
務
に
お
い
て
既
に
そ
の
祖
先

の
協
刀
が
仕
訂
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
の
干
孫
の
協
力
に
確
信
を
も
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
彼
の
保
証
な
の
で
あ
る
。
」
(
年
て

S
E一
山
口
∞

H
M
C
)

自
然
の
生
産
力
は
時
間
の
経
過
と
結
び
つ
い
て
作
用
す
る
力
で

あ
り
、
生
産
の
た
め
に
長
期
間
を
要
す
る
か
ら
、
現
存
す
る
人
間
が
祖
先

宇
一
寸
孫
の
た
め
に
働
き
、
祖
先
や
子
孫
が
現
存
す
る
人
附
の
た
め
に
働
く

己
主
に
よ
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
相
前
後
す
る
附
代
間
の
相
互
的
依
存
附
係

の
成
立
す
る
祖
先
と
子
孫
の
共
同
事
叫
主
と
し
て
の
み
品
業
は
完
全
に
経
世

さ
れ
得
る

u

し
た
が
っ
て
農
業
は
そ
の
業
務
の
永
続
性
に
つ
い
て
の
保
証

な
く
し
て
経
営
さ
れ
得
な
い
が
、
そ
O
た
め
に
必
要
な
土
地
と
人
間
と
の

永
続
的
不
変
酌
結
合
は
土
地
を
家
政
の
財
産
、
世
相
理
財
産
と
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
実
抗
さ
れ
る
。
土
地
所
有
と
農
業
は
命
に
限
り
あ
る
個
人
の
仕
事

で
は
な
く
、
永
統
的
生
命
を
も
っ
有
機
体
と
し
て
の
家
族
に
よ
り
所
有
さ

れ
、
経
蛍
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
土
地
は
そ
の
全
く
本
来
的
な
性

質
か
ら
全
体
の
、
死
ぬ
こ
と
の
な
い
国
家
家
計
の
持
続
的
か
っ
示
速
の
遺



産
と
し
て
耕
作
さ
れ
、
す
べ
て
の
法
律
的
経
済
的
関
係
に
お
い
て
そ
の
よ

う
に
取
扱
わ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
ロ
土
地
は
家
族
に
よ
っ
て
代
表
さ

る
べ
き
で
、
個
人
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
」
(
出
向
車

E
F

出
。
戸
∞
包
〉
世
製
財
産
と

L
て
の
土
地
に
永
続
的
に
結
び
つ
け
ら

れ
た
農
業
者
は
「
永
遠
の
円
然
法
に
よ
り
そ
の
土
き
て
い
る
家
族
な
ら
び

に
祖
先
と
子
孫
の
共
同
作
用
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
か
る
。
」
品
業
経
営
の

価
値
白
半
分
は
土
地
そ
の
他
の
有
形
の
も
の
に
、
残
余
の
半
分
は
無
形
の
、

土
地
と
家
族
の
結
合
関
係
に
存
す
る
。
土
地
そ
白
他
有
形
の
も
の
の
価
値

は
第
三
者
に
移
転
さ
れ
得
る
が
、
家
族
と
土
地
の
永
続
的
結
合
関
係
に
依

存
す
る
価
値
は
帆
人
に
売
り
渡
す
と
と
が
で
き
ず
、
土
地
の
移
動
に
よ
っ

て
全
く
失
わ
れ
る
。
土
地
所
有
の
譲
渡
し
得
な
い
部
分
は
「
国
家
に

ι
っ

て
主
裂
な
結
合
手
段
、
主
要
な
保
証
で
あ
h
o
」

ω
F
O
E
-
E子
日

包

ω
H
W
E
P
同
。
ミ
三
芸
者
団

HNC

ミ
土
ラ
ー
が
土
地
の
世
襲
財
産
制
に
固
執
し
た
の
は
、
ぞ
れ
を
国
家
の

存
続
に
不
可
欠
な
存
在
と
考
え
て
い
る
か

b
で
b
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う

に
彼
は
パ
!
ク
か
ら
国
家
を
連
続
休
と
み
な
す
思
考
を
受
付
紘
ぎ
、
そ
れ

を
「
相
前
後
す
る
世
代
間
白
同
盟
」
と
し
て
表
現
し
て
い
る
。
農
業
は
そ

こ
に
作
用
す
る
自
然
力
の
性
質
か
ら
連
続
性
に
考
慮
を
払
い
な
が
ら
、
換

言
す
れ
ば
祖
先
と
子
孫
。
協
力
関
係
官
維
持
し
な
が
ら
経
営
さ
れ
る
こ
と

を
要
す
る
。
農
業
者
は
過
去
の
成
県
を
基
礎
を
し
て
将
来
の
た
め
に
計
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
農
業
は
祖
先
か
ら
受
け
縦
い
だ
も
の

ア
ダ
ム
・
ミ
士
フ
ー
の
品
業
論

。
噂
童
、
と
、
現
在
の
努
力
が
将
来
も
維
持
発
展
せ
し
め
ら
れ
る
と
い
う
信

頼
の
念
な
く
し
て
経
倍
さ
れ
得
な
い
。
彼
は
世
襲
財
産
と
し
て
の
土
地
に

農
業
に
お
け
る
担
先
と
子
孫
の
結
合
、
農
業
の
連
続
性
を
媒
介
し
、
保
一
祉

す
る
作
用
を
認
め
た
。
そ
う
し
て
世
襲
財
産
、
と
し
て
の
土
地
と
、
そ
れ
に

結
合
し
た
農
業
と
の
連
続
的
性
格
が
同
家
。
存
在
に
必
要
な
連
続
性
白
要

素
を
構
成
し
、
固
家
の
永
続
の
た
泊
に
作
川
す
る
。
「
集
団
的
財
産
、
即

ち
並
存
す
る
同
時
代
人
間
の
共
同
財
産
と
家
族
財
産
、
即
ち
明
前
後
す
る

世
代
、
同
空
間
人
岡
田
共
同
財
政
と
は
真
の
同
家
統
一
の
す
ば
ら
し
い
証

拠
で
あ
り
、
」
(
同
E
S
E
F
国
民
戸
∞
回
目
ご
家
族
財
鹿
と
し
て
の
土

地
と
、
そ
れ
に
も
之
づ
く
農
業
は
連
続
休
と
し
て
の
国
家
白
維
持
と
永
続

に
と
っ
て
か
吋
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
。

V

一
こ
で
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ミ
ュ
ラ
が
土
地
所
有

と
農
業
組
織
に
づ
い
て
東
エ
ル
ベ
附
形
態
の
み
を
認
め
、
貴
族
を
農
業
を

代
表
し
、
長
業
か
ら
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
と
み
な
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
「
農
業
経
営
は
そ
の
本
質
上
た
だ
多
数
者
が
唯
一
者
の
指

揮
に
依
存
す
る
己
左
の
み
守
許
容
し
、
か
く
し
て
君
主
制
的
原
理
を
そ

り
中
に
含
む
。
」
「
農
業
は
人
々
を
粧
物
的
に
(

1

)

上
下
の
関
係
に
お

く
。
」
貴
族
の
制
度
は
農
業
の
内
在
的
要
求
に
応
じ
て
成
立
し
た
も
の
な

の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
家
族
財
産
と
し
て
の
土
地
に
結
び
つ
け
ら
れ
た

「
貴
族
は
個
々
の
人
間
と
ぞ
の
一
時
的
な
力
に
対
立
し
て
、
市
民
社
会
の
、

見
る
こ
と
り
で
き
向
、
現
在
し
な
い
成
員
の
力
と
自
由
主
代
表
す
る
己

(旬、

S
2
F
回
仏
戸
山
民
寸
)
彼
は
世
襲
尉
庄
と

L
て
の
土
地
主
、

第
八
十
九
巻

ブL

第
四
号

院百

七



ア
ダ
ム
・
ミ
エ
ラ

I

D
農
業
論

そ
れ
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
中
九
族
に
国
家
の
存
柁
に
不
可
欠
な
辿
続
性
の
要

素
の
担
い
手
を
認
め
た
の
で
ゐ
る
。

ω
こ
う
し
た
見
解
に
は
極
め
て
情
緒
的
な
も
の
が
宜
祝
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
彼
は
家
扶
肘
産
と
し
て
の
土
地
と
そ
の

所
有
者
の
永
続
的
結
合
か
ら
生
ず
る
感
情
的
な
も
の
に
大
き
な
抵
義

を
認
め
て
い
る
。
「
土
地
の
本
来
の
務
く
べ
き
、
私
は
い
い
た
い
の

だ
が
神
盟
な
特
性
は
同
じ
所
有
名
、
同
じ
家
族
、
同
じ
君
主
が

、、
同
じ
土
地
と
長
期
間
交
渉
す
る
こ
L

乙
に
よ
り
は
じ
め
て
生
ず
る
ロ
そ

こ
で
は
す
べ
て
の
時
代
を
通
じ
て
、
多
く
の
世
代
の
蓄
積
さ
れ
た

高
貴
な
勤
勉
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
な
が
ら
、
共
同
体
へ
の
没
、
誠

実
、
信
頼
が
、
緊
密
な
深
い
信
用
が
発
展
す
る
。
こ
れ
ら
に
比
す

れ
ば
現
代
人
相
互
間
の
結
合
は
す
べ
て
弛
や
か
な
も
の
で
あ
る
。
」

(
伊
雪
志
向
F
羽
目
白
)
一
般
に
合
県
的
な
説
明
(
非
合
理
の
合
理

化
〕
と
、
極
め
て
情
緒
的
な
キ
張
、
の
並
存
が
ロ
マ
ン
主
義
者
の
表
現

の
一
特
徴
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
土
地
所
有
に
関
す
る
彼
の
叙
述
に
は

特
に
そ
れ
が
著
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ω
依
吋
農
業
に
維
持
、
永
続
の
た
め
の
作
用
を
認
め
、
そ
れ
を
国
民

経
済
白
縦
糸
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
(
同
目
、
遺
言
宮
、
国
仏
国
}

ω

N
∞
)

ω
慣
に
と
っ
て
「
世
民
は
身
分
で
は
な
く
、
身
分
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
」
(
出
コ
ミ
8
2宮
内
ア
印
呂
田
)
彼
が
農
民
を
国
家
の
桝
成

要
素
、
と
し
て
認
め
て
い
な
か
っ
た
こ
、
と
に
つ
い
て
は
、
ロ
ッ
シ
ャ

1

0
指
摘
が
あ
る
。

9
3
E巴
日
出
。
宮
Fop-R
口
E
g
E
E
2
2
y
o

rv己
。
。

2
Z
E
Eロ
色
。
『
。
回
。

EMO
】
自
己
。
E
R
E
Pロ
F
3
N
§
h

ardH吋
刊
を
、
長
。

hEhN善
重
な
同
君
主
h
3
2
2
2
2
P
Q
L
P
目
C

N

P

第
八
十
九
巻
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第
四
号

lZ'l 
J'、

日
目
叶
戸
山
田
由
)

ω
冨
巳
H
o
p
-
Uミ
号
室
付
崎
町

S
S
2
F恥
骨
量
句
q
z
-
2
2
2旬。言、

su邑

h吋
町
内
苦
言
、
一
一
戸
田
o
?
r
E
m
〈
。
ロ
ン

ω
P
M
N
3日
。
一
回
臼
宇

同
彼
は
ほ
製
貴
族
を
国
家
永
続
の
た
め
の
最
も
優
れ
た
結
合
手
段
目

一
つ
で
あ
る
と
も
い
っ
て
い
る
。
(
同
N尽き
E
N
F
切
乱
戸
田
∞
口
〕

ω
世
襲
財
産
と
そ
れ
に
結
び
つ
い
た
別
製
引
族
に
国
家
の
也
統
性
。

担
い
手
を
認
め
る
比
解
も
、
パ
ー
ク
に
由
来
す
る
。
バ
1
9
前
掲
事
、

五
三
頁
事
問
。

M
W

特
定
の
土
地
と
永
続
的
に
枯
合
し
、
祖
国
の
運
命
に
最
も
山
接
的

に
結
ぼ
れ
て
い
る
土
地
所
有
者
が
国
院
の
h

引
い
干
で
あ
る
、
と
い
う
主

張
も
見
ら
れ
る
。
貴
族
は
防
楕
階
級
で
あ
り
、
国
家
独
立
。
保
証
者

で
あ
る
。

(MhF悼式
z
p
ω
H
M
O
l
-
2ヨ込町
b
s
ζ
2
3同
町
誌
、
白
日
目
円
〉

ミ
L

ラ
l
は
土
地
移
動
の
円
由
化
に
反
対
L
、
土
地
と
人
聞
と
の
武
続

的
措
合
が
国
家
白
存
在
に
対
し
て
来
す
役
割
を
強
調
す
る
一
方
、
産
業
に

お
け
る
伝
統
的
諮
関
係
、
領
主
H

良
民
関
係
、
特
に
改
革
の
直
接
的
対
象

と
仕
っ
た
農
民
の
領
主
に
対
す
る
人
格
的
従
属
に
お
と
づ
く
賦
役
制
肢
を

擁
護
し
、
そ
の
関
係
に
国
家
構
成
上
の
意
義
を
認
め
よ
う
と
し
た
。
彼
は

白
然
法
的
国
家
論
の
制
定
、
国
家
を
構
成
す
る
成
員
の
問
に
は
単
な
る
契

約
関
係
が
存
在
す
る
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
見
解
を
批
判
し
た
。
有
機
体
た

る
国
家
の
構
成
は
契
約
と
い
う
機
械
的
結
合
や
、
利
己
心
ι
J
る
打
算
に

で
は
な
く
、
成
員
相
互
間
白
有
機
的
結
合
と
白
白
窓
士
山
に
も
と
づ
く
全
体

の
た
め
白
人
的
事
仕
に
依
存
し
、
有
機
的
結
合
関
係
は
人
的
結
合
に
土
っ

て
、
人
的
奉
仕
を
伴
う
相
互
服
従
と
相
互
義
務
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
。



彼
は
伝
統
的
農
業
に
お
い
て
存
続
し
て
き
た
家
父
長
阿
な
領
主
H

良
民
関

係
に
こ
の
人
的
結
合
と
全
体
の
た
め
の
奉
仕
の
関
係
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

「
良
民
階
級
は
事
物
の
永
遠
四
件
賃
上
、
貴
族
の
拡
大
さ
れ
た
家
族
に

他
な
ら
な
い
。
か
か
る
も
の
と
し
て
の
み
そ
れ
は
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
我
々
の
国
家
の
成
員
た
る
価
値
が
あ
る
。
」
「
フ
リ
ド
リ
ッ
ヒ
二

世
」
に
関
す
る
講
演
で
彼
は
領
主
目
農
民
関
係
を
拡
大
さ
れ
た
家
族
で
あ

る
と
同
時
に
、
そ
れ
自
体
出
家
の
巾
の
国
家
と
し
て
説
明
し
た
。
付
帯
の

農
民
に
と
っ
て
領
主
は
よ
り
大
な
る
家
父
長
で
あ
り
、
領
主
と
農
民
と
り

関
係
は
家
族
的
結
合
関
係
、
相
互
に
人
的
に
奉
仕
し
、
相
互
に
依
存
し
合

う
関
係
で
あ
る
。
改
革
論
者
の
攻
曜
の
的
と
な
っ
た
最
民
の
領
主
に
対
す

る
賦
役
も
こ
の
人
的
奉
仕
で
あ
っ
て
、
領
主
と
良
民
之
の
人
的
結
合
の
一

環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
領
主
と
良
民
と
の
聞
の
家
父
長
的

関
係
に
は
国
家
構
成
の
原
則
が
実
現
さ
れ
て
お
り
、
村
官
附
の
共
同
体
は
そ

の
内
部
横
山
民
か
ら
「
一
種
の
君
主
制
的
制
度
」
で
あ
る
。
伝
統
的
農
業
に

存
在
し
た
前
近
代
的
諸
闘
係
、
特
に
賦
役
は
自
由
な
服
従
の
表
現
で
あ
り
、

国
家
の
存
主
に
不
可
欠
な
他
の
成
員
と
全
体
の
た
め
の
人
的
主
仕
は
伝
統

的
農
業
の
人
的
奉
仕
、
賦
役
に
実
現
さ
れ
て
い
る
。
同
家
の
構
成
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
家
政
的
原
則
に
も
主
つ
く
人
的
結
合
、
円
然
的
相
万
依

存
の
関
係
は
伝
統
的
良
栄
の
本
質
止
を
な
す
。
「
服
従
と
辛
仕
に
よ
る
人
的

義
務
は
国
家
と
家
族
が
等
し
く
よ
っ
て
立
っ
と
こ
ろ
り
基
慌
で
あ
加
、
」

そ
の
意
味
か
ら
人
的
奉
仕
を
伴
う
農
業
は
単
な
る
常
識
で
は
な
く
、
画
家

の
構
成
に
不
可
欠
な
制
度
と
み
な
き
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ア
ダ
ム
・
ミ
士
フ
1

0
良
業
論

「
す
べ
て

の
賦
役
関
係
、
隷
農
関
係
、
領
主
裁
判
権
、
非
難
さ
れ
た
共
有
地
さ
え
も

が
国
家
日
体
を
も
保
全
す
る
己
と
に
貢
航
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
」

ま
た
農
業
が
国
家
町
政
治
的
原
則
を
そ
の
基
本
的
内
容
と
し
て
い
る
と
い

8
 

う
意
味
で
、
そ
れ
は
政
治
的
生
命
の
根
幹
を
な
す
の
で
あ
る
。
伝
統
的
産

業
は
「
む
し
ろ
良
業
家
の
た
め
に
、
彼
の
白
山
の
感
情
、
彼
の
力
、
彼
の

純
粋
さ
を
維
持
す
る
た
め
に
存
在
す
る
。
」
(
』

E
塁
己
s
o
h
m
a
h
区
寸
)

こ
の
乙
と
は
伝
統
的
農
業
内
部
の
諸
附
係
に
か
か
っ
て
い
る
か
ら
、
伝
統

的
農
業
の
存
在
理
由
は
そ
り
内
部
諸
関
係
、
時
に
人
的
結
合
悶
係
に
あ
る
。

そ
れ
故
農
業
は
単
な
る
利
潤
追
求
の
一
分
野
上
し
て
で
は
な
く
、
そ
れ
日

体
の
維
持
主

H
的
と
し
て
経
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
も
ミ
品
ラ
1
は
農
業
へ
の
営
利
原
則
の
導
入
に
激
し
く
反
抗
し

て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
に
よ
っ
℃
農
業
に
存
在
し
た
人
的
な
も
の
に
対

す
る
考
癒
が
失
わ
れ
、
た
だ
物
的
利
益
。
み
が
追
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
必
然
的
に
そ
れ
に
附
随
す
る
士
地
移
動
の
白
由
化
は

領
主
と
農
民
と
の
人
的
結
合
を
切
断
L
、
日
雇
労
働
昔
制
へ
の
移
行
を
避

6
 

け
得
ぬ
も
の
と
?
る
か
ら
で
あ
る
。

ωω
回
目
P

Jロ
耳

E
E
2
2
5巳
〉

E
目
出
己
目

2-ZLP雪

E
与
ミ
」
岳
、
見
5
2
5
b
o苦
言
、
£
邑
担

5
5
F
出
色

HNF

HUN日
出

国

叶

下

命

ロ

N

N

N

札

礼

的

凶

叶

i
同
国

川

w
p
F
E
r
-
-
E
F
E
F
ω

ムコ

仙
川
円
。
日
N
ヨ
同
町
札
ぬ
』
出
品
目

ωhAE号
五
目
立
h
h
Eヨ

m
H仏
叫
ぐ
ぬ

-
P
H
H崎
ロ

1
4
4
。ュ
y
〉
巳
mw

ヨ

云
EHOH
ロ
ロ
ハ
戸
〉

5
2の
V
仲
叶

}
E
o
p
)
同
お
初
日
、
守
三

h
P
2
L刊
誌
、
之
主
自
お
垣
内
j

第
八
ア
九
者

九
五

第
凹
ロ
乃

円

九



ア
ダ
ム
・
ミ
士
フ
ー
の
農
業
論

。相2
N
Q
三
日
き
民
同
時
ミ
ロ
W
N
F

口
同
一
明
国
〔
山

N
P
H
u
c
u
-

印戸()出、

山
一
戸

C
日

似
身
分
的
反
抗
の
貴
族
の
餌
主
H

農
民
関
係
に
関
す
る
見
解
に
つ
い

℃
は
、
リ
ュ
ト
ゲ
、

ν
ソ
ツ
の
前
掲
論
文
を
参
照
。
当
然
彼
等
は
農

民
に
対
す
る
領
主
の
保
護
と
扱
助
を
強
調
し
た
。
し
か
し
彼
等
は
賦

役
労
働
に
同
執
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
進
歩
的
な
農
業
家
で

あ
っ
「
。
彼
等
が
何
よ
り
も
反
捕
し
た
の
は
領
主
日
農
民
関
係
へ
の

国
家
の
ず
渉
で
あ
っ
た
。

ミ
ご
フ
l
は
営
利
的
な
英
国
農
業
、
坤
ち
資
本
主
義
農
業
と
そ
の
理
論

が
英
国
の
腔
史
的
、
政
治
的
、
経
済
的
基
礎
の
上
に
成
立
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
前
提
条
件
を
欠
く
ド
イ
ツ
に
は
実
際
に
適
用
さ
れ
得
な
い
と

主
張
す
る
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
英
閏
農
業
と
そ
の
理
論
の
精
美
者
、
宣
伝

者
は
ζ

の
事
情
白
差
具
を
全
く
無
視
し
、
一
面
的
な
理
論
を
そ
の
成
立
し

た
基
般
か
ら
切
り
離
し

τ条
件
の
全
く
黙
な
る
ト
八
陸
に
移
植
し
よ
う
と
し

て
い
る
か
ら
、
彼
等
の
い
う
「
農
業
に
閲
す
る
合
理
的
理
論
は
不
完
全
で

あ
り
、
不
合
理
で
あ
る
。
」

(
A
E
室
長
三
官
F
印
ロ
∞
)
営
利
的
な
英

国
農
業
白
成
立
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
要
綱
」
に
お
い
て
ミ
ュ
ラ
ー
は
英
国
経
済
白
特
殊
な
一
間
的
性
格
を

基
本
的
業
務
の
地
域
的
配
分
と
関
連
さ
せ
て
説
明
し
た
。
い
か
な
る
業
務

に
お
い
て
も
生
産
の
要
素
た
る
土
地
、
労
働
、
資
本
が
必
要
で
あ
る
が
、

各
業
務
ご
と
に
い
ず
れ
か
の
生
産
要
素
に
重
点
で
お
か
れ
る
。
土
地
は
長

第
八
十
九
巻

九
六

第
四
号

互L

O 

業
で
、
労
働
は
製
造
業
で
、
物
的
な
ら
び
に
精
神
的
資
本
は
商
業
k
政
治
、

学
問
、
宗
教
で
モ
れ
ぞ
れ
重
点
を
占
め
る
。
各
業
務
は
空
間
的
に
配
置
さ

れ
、
農
村
と
都
市
、
そ
れ
に
百
川
酬
が
成
立
す
る
。
こ
の
地
域
的
配
分
は
更

に
一
層
大
見
棋
に
国
際
的
規
模
で
生
ず
る
。
ど
の
同
に
も
す
べ
て
の
基
本

的
業
務
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
伝
い
が
、
国
家
ご
と
に
特
定
白
生
産
要

素
な
い
し
は
経
済
的
業
務
に
重
点
が
お
か
れ
、
農
業
国
、
工
業
国
、
商
業

国
の
別
が
生
ず
る
。
ミ
ュ
ラ
は
英
国
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
首
都
と

し
て
の
性
絡
を
も
ち
、
ヨ
ロ
ッ
パ
大
陸
の
科
国
に
対
し
て
一
回
白
首
都

が
的
方
都
市
や
良
村
に
対
す
る
の
と
同
じ
よ
う
な
関
係
に
あ
る
と
い
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
も
笛
が
や
は
り
三
要
素
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
け

れ

rも
、
沿
海
荷
都
市
を
例
外
と
し
て
よ
り
農
村
的
な
形
態
を
、
反
対
に

英
国
で
は
よ
り
都
市
的
な
形
態
を
有
す
る
。
官
の
三
安
索
中
英
国
で
は
重

点
が
資
本
に
、
大
陸
で
は
土
地
主
労
働
に
あ
る
。
英
国
の
全
産
業
は
非
常

に
戸
大
な
資
本
の
活
動
で
あ
る
。
英
国
人
は
資
本
家
で
あ
り
、
労
働
者
で

も
な
け
れ
ば
地
代
取
得
者
で
は
更
に
な
い
。
と
の
点
に
ス
ミ
ス
の
理
論
と

英
国
農
業
D
一
面
性
が
起
因
す
る
。

「
閏
宵
に
閣
す
る
研
究
が
英
国
の
観
点
か
ら
叫
発
し
、
そ
れ
に
帰
着
す

る
か
ら
、
い
た
る
と
こ
る
で
英
国
雄
業
の
英
点
、
資
本
が
重
き
を
な
す
。

か
〈
て
ス
ミ
ス
の
国
富
も
瓦
実
の
阪
に
は
ま
ご
う
か
た
な
き
都
市
的
性
格

を
保
有
す
る
か
ら
、
我
々
が
英
国
の
理
論
全
体
を
大
陸
白
土
壊
に
移
植
し

よ
う

ιし
て
も
、
我
々
が
住
み
、
大
陸
と
よ
ぶ
広
大
な
同
合
之
の
関
連
に

お
い
て
全
く
不
適
合
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
!
こ
の
作
品
の



宝
川
葉
に
で
は
な
〈
、
精
神
と
方
向
に
こ
の
首
都
附
性
格
が
、
英
国
の

ほ
業
形
式
、
資
本
の
優
越
が
存
在
す
る
。
」
(
目

2
2号
、
出
色
口
一
ω
M
O
)

英
国
で
は
農
業
も
資
木
町
支
配
下
に
引
き
込
ま
れ
、
資
本
の
精
神
、
営
利

的
原
則
が
農
業
に
弘
通
用
さ
れ
、
農
業
は
利
潤
獲
得
の
た
め
の
一
分
野
で

あ
り
、
他
の
営
業
と
本
質
的
に
同
じ
も
の
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
。
し
た

が
っ
て
農
業
は
製
造
業
的
方
法
で
経
営
さ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
分
業
と

機
械
の
使
川
が
新
し
い
英
国
農
業
の
本
質
を
な
し
、
農
業
は
同
家
に
い
ぬ
け

る
独
円
の
役
割
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
土
地
所
有
の
本
質
と
農
業
労
働
の
独

自
の
性
格
が
没
却
さ
れ
た
。

ス
ミ
ス
円
理
論
。
都
市
的
な
一
回
性
は
土
地
。
本
米
的
特
買
を
右
過
さ

せ
る
と
ミ
ュ
ラ
ー
は
い
う
。
ス
ミ
ス
の
制
諭
の
都
市
的
性
格
に
よ
フ
て
良

来
白
体
は
一
つ
の
官
利
分
野
と
み
な
さ
れ
、
土
地
も
都
市
的
性
格
を
も
つ

も
の
と
し
で
取
扱
わ
れ
、
利
潤
を
生
む
た
め
の
手
段
、
資
本
の
一
形
態

と
み
な
さ
れ
る

3

「
い
か
な
る
も
の
が
本
来
劫
か
す
べ
か
ら
ざ
る
財
産
で

あ
り
、
そ
わ
が
動
く
財
民
と
経
済
的
に
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
か
と
い
う

己
と
は
英
同
の
国
宵
迎
而
で
、
ま
た
当
然
大
陸
の
英
同
理
論
の
弟
子
達
に

よ
っ
て
全
〈
見
す
ご
さ
れ
て
い
る
。
彼
等
は
土
地
を
他
の
も
の
と
比
較
す

れ
ば
そ
れ
程
容
易
に
動
か
な
い
け
れ
ど
も
、
基
本
的
に
は
や
は
り
動
か

し
得
る
も
の
と
み
な
す
。
彼
等
位
永
続
す
る
財
産
(
訟
は
通
例
白
「
不
動

産
」
よ
り
こ
の
名
を
と
り
た
い
)
主
動
目
す
こ
と
の
で
き
、
変
化
F
る
財

産
と
の
対
立
を
認
識
し
な
い
。
」
(
町
民
主
芯
丘
町
、
切
己
口
』
泊
包
N
H
V

ミ
ヨ
ラ

1
は
ス
ミ
ス
の
経
済
理
論
に
お
け
る
「
分
業
」
の
役
割
を
非
常

ア
ダ
ム
.
、
ニ
ラ
ー
の
決
業
論

に
大
き
く
評
何
L
、
あ
た
か
も
そ
れ
が
ス
ミ
ス
の
理
論
に
お
け
る
経
徒

的
行
為
の
原
則
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
ス
ミ
ス

主
義
者
に
は
「
分
業
が
あ
ら
ゆ
る
経
済
運
動
白
最
高
で
究
摘
の
原
理
」

(
岡
山
町
君
主
E-
目
白
口
、
印

N
ど
で
あ
り
、
「
相
互
に
並
存
す
る
労
働
機

能
白
分
割
が
す
べ
て
の
経
済
的
業
務
の
精
神
」
(
同
N
R
S
R
旦
汗
出
。
戸
山

N
H

〉
を
な
す
と
い
う
り
で
あ
る
。
英
国
の
産
業
理
論
で
は
、
人
間
労
働

は
そ
れ
が
都
市
的
な
方
法
で
無
限
に
分
割
し
得
る
限
り
、
国
民
経
済
に
参

与
で
き
る
。
ス
ミ
ス
は
た
だ
一
種
類
の
分
業
し
か
認
め
な
か
っ
た
。
全
市

民
の
労
働
を
で
き
る
F
け
多
く
の
相
互
に
並
存
す
る
機
能
に
分
割
す
る
こ

と
、
こ
れ
で
あ
る
。
「
け
れ
ど
も
決
業
に
直
川
さ
れ
た
分
業
の
原
理
は
こ

の
業
務
の
精
神
に
反
抗
す
る
u

と
レ
う
り
は
こ
の
業
務
は
そ
の
全
く
星
座

に
結
U
つ
い
た
循
環
に
よ
り
、
個
々
の
仕
事
の
個
々
の
人
間
へ
の
排
他
的

な
分
与
|
|
そ
れ
は
製
造
業
で
は
ま
さ
に
そ
白
あ
る
べ
き
地
位
に
あ
る
が

ー
ー
に
打
克
ち
難
い
障
害
を
対
置
す
る
か
ら
で
あ
る
。
」
〔
同
古
パ
号
丘
町
切
出
《
凶

ロ
司
印
同
∞
)
日
の
循
環
に
結
問
机
な
い
た
製
造
業
で
の
担
問
的
分
業
は
、
年

の
循
環
に
結
び
つ
く
恐
業
に
は
始
ん
ど
適
月
さ
れ
得
な
い
。
農
業
に
お
け

る
機
械
の
利
用
に
つ
い
て
は
「
農
業
は
主

ιし
て
生
け
る
自
然
の
生
産
物
、

動
植
物
、
生
け
る
大
気
と
大
地
の
化
学
力
と
そ
の
自
然
の
状
態
で
交
渉
す

る
か
ら
、
世
間
の
そ
の
他
白
白
菜
よ
り
謡
か
に
機
械
白
粗
野
な
作
業
に
一
姿

ね
る
こ
と
が
少
な
い
。
決
業
で
は
生
け
る
白
然
が
無
感
覚
な
自
然
刀
に
よ

る
よ
り
も
、
生
き
て
お
り
、
感
覚
の
あ
る
人
間
の
手
に
よ
る
方
が
憶
に
よ

く
取
扱
わ
れ
る
。
」
(
同
E
S
2
F
F同
口
一

ω
昆
)
と
述
べ
で
い
る
u

第
八
」
l

九
巻

九
七

ぉ:

第
四
号



ア
ダ
ム

ミ
エ
ラ
ー
の
山
阿
茶
前

、5
-

一
ヲ
は
農
業
と
他
の
府
門
業

ιの
本
質
的
同
一
似
に
反
対
L
、
造
業
へ

円
一
信
利
的
原
則
の
識
人
を
批
判
し
た
。
ま
た
農
業
が
製
造
栄
的
方
法
で
は

な
く
、
独
白
の
方
法
に
」
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
裂
求
し
、
そ
の
根
拠
と

し
て
土
地
と
操
業
の
特
質
を
列
挙
し
士
。

彼
は
英
国
流
の
良
栄
を
ド
イ
ツ
で
実
施
し
得
た
い
却
由
と
し
て
、
河
国

の
資
本
設
の
迭
と
い
う
条
件
の
相
違
を
指
摘
す
る
。
「
均
衡
を
失
す
る
程

巨
大
な
資
本
が
す
べ
て
の
英
国
農
業
改
革
白
条
刊
で
あ
る
と
と
も
に
精
神

で
も
あ
っ
て
、
」
(
同
E
S
Z
F
g仏
戸
田
区
〕
ド
イ
ツ
で
は
資
本
の

不
足
L

と
い
う
点
か
ら
も
こ
れ
に
倣
う
こ
、
と
は
で
き
な
い
。
「
よ
り
貧
し
い

固
に
は
農
業
に
賦
役
関
係
が
解
消
す
べ
か
ら
ざ
る
よ
う
碓
固
と
し
て
い
る

と
と
が
大
変
ふ
き
わ
し
い
。
一
部
は
そ
れ
に
よ
っ
て
欠
乏
し
C
い
る
現
φ

に
よ
る
日
給
し
乙
労
役
と
白
情
算
が
不
要
に
な
り
、
一
部
は
そ
れ
に
よ
り
領

主
と
領
民
と
が
継
続
的
に
彼
等
白
全
生
誕
に
わ
た
っ
て
相
瓦
扶
別
を
英
国

ー

流
の
救
貧
税
な
L
ι
確
保
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
」
こ
こ
に
資
本
町
寡
多

に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
制
度
の
相
苅
的
優
位
性
が
ず
弦
さ
れ
、
常
利
的

農
業
原
則
に
対
す
る
彼
の
反
論
の
根
拠
を
な
し
て
い
る
。

川
円
。
同
M
P
E
h
v

叩
主

「
要
綱
」
で
の
長
業
へ
の
営
利
原
則
導
入
否
定
論
の
論
拠
が
主
と
し
て

「
資
本
の
量
」
で
あ
っ
た
主
す
れ
ば
、
「
農
業
家
主
問
問
」
で
の
論
拠
は

「
市
場
か
ら
の
距
他
」
を
出
発
点
と
し
て
い
る
が
、
論
証
D
方
法
は
全
〈

同
じ
で
あ
る
。
ミ
ュ
ヲ
l
は
一
種
類
の
農
栄
の
対
比
か
ら
出
発
す
る
。
一

つ
は
大
き
な
市
場
や
都
市
町
近
く
で
」
営
ま
れ
る
「
商
業
問
農
業
」
で

持
八
十
九
巻

コIL
ノ1

第
円
号

王

あ
り
、
他
の
一
つ
は
「
市
場
か
ら
速
く
離
れ
て
」
存
在
す
る
「
孤
立
的
農

業
」
で
あ
る
。
前
者
は
巾
場
を
円
棋
と
し
て
商
品
生
障
を
営
む
営
利
的
決

議
で
あ
っ
て
、
貨
幣
に
よ
り
多
〈
依
存
し
、
日
記
比
労
働
者
に
よ
る
労
働
と

土
地
移
動
の
白
白
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
後
者
で
は
生
産
は

自
給
仰
で
あ
り
、
貨
幣
と
市
場
に
依
存
す
る
こ
と
が
タ
く
、
土
地
所
布
は

永
続
性
を
帯
び
、
賦
役
に
よ
る
労
働
が
適
L
て
い
る
ω

彼
に
よ
れ
ば
「
商

業
的
品
業
」
は
英
両
の
、
「
孤
立
的
農
薬
」
は
大
障
の
事
情
を
そ
れ
ぞ
れ

背
景
と
し
て
成
立
し
た
。
英
国
で
は
白
川
然
と
人
ド
ム
に
よ
り
す
べ
て
の
農
業

地
域
間
に
交
通
の
一
便
が
聞
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
大
陸
で
は
交
通
子

段
の
不
足
か
ら
「
孤
立
的
決
議
」
が
行
わ
れ
る
。

(
A
E雪
乳

E
A
G
F
ω

H
U
恥

1
5
。
)
彼
の
い
う
「
商
業
的
操
業
」
が
資
本
主
義
的
農
薬
在
意
味
す

る
も
の
で
あ
る
と
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
資
本
ト
仁
義
的
農
業
が
英
国
で
最

も
早
く
、
か
つ
典
型
的
な
形
で
成
立
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
彼

が
大
陸
に
お
け
る
「
商
業
的
良
業
」
の
成
立
を
い
か
に
和
解
し
た
か
を
検

討
す
る
こ
と
は
、
農
業
の
資
本
主
義
化
に
つ
い
て
の
波
の
見
解
を
明
ら
か

に
す
る
の
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
a

「
大
都
市
の
周
辺
、
船
の
多
く
航
布
す
る
川
の
沿
岸
や
出
品
か
な
低
地
.

一
般
に
呆
気
変
動
の
一
時
的
好
調
に
よ
っ
て
英
国
の
資
本
と
需
要
の
閣
内

に
引
き
込
ま
れ
た
大
障
の
沿
岸
地
方
で
は
幸
運
な
実
験
が
行
わ
れ
、
土
地

。
生
産
と
拝
槌
度
が
輸
作
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
、
|
|
我
々
は
よ
ろ
こ
ん

で
そ
れ
を
認
め
士
い
の
だ
が
ー
ー
か
な
り
の
個
人
的
財
産
が
降
っ
て
湧
い

た
か
の
よ
う
に
創
出
き
れ
た
。
L

ハ
A
E
S五
言
若

12守
的
区
日
〕
そ
り
結



目
前
「
孤
立
的
良
菜
」
を
全
国
的
に
「
商
業
化
」
し
よ
う
と
す
る
努
方
が
な

き
れ
た
@
そ
の
際
資
本
主
義
的
農
業
の
先
進
国
、
失
困
の
農
業
が
、
そ
の

技
術
的
成
果
と

ιも
に
大
陸
に
お
け
る
「
商
業
的
農
業
」
の
模
範
と
さ
れ

た
こ
と
は
極
め
て
自
然
な
成
行
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
英
国
農
業
は
大
陸

に
お
い
て
ス
ミ
ス
の
盟
諭
に
次
く
「
第
二
の
権
威
」

2
Z
E
b雪
h

芦

田
区
ご
と
な
り
、
「
多
く
の
国
は
英
国
の
事
実
上
の
領
土

r、
経
済
上

の
外
揮
に
な
り
さ
が
っ
た
。
」

(
A
E弘
正
式
品
喜
一

ω
H
g
)
以
よ
彼
は

大
院
の
「
商
業
的
農
業
」
は
大
陸
の
農
業
地
川
市
が
英
国
の
経
詐
聞
に
組
み

込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
成
立
し
、
そ
む
際
英
国
農
業
が
快
範
、
と
さ
れ
た
己

主
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
東
ド
イ
ツ
の
資
本
主
義
的
農
業
が
園

内
市
場
の
未
発
達
な
た
め
、
そ
の
段
初
か
ら
国
外
市
場
|
|
ご
二
ラ
!
の

い
う
「
世
界
耐
場
」
|
|
具
体
的
に
は
共
凶
市
場
を
目
標
と
し
て
成
立
し

た
事
情
古
物
語
っ
て
い
る
。
克
に
彼
は
大
陸
民
業
の
「
商
業
化
」
を
促
し

た
園
内
的
要
因
と

L
て
、
絶
対
主
義
政
府
の
重
尚
主
義
政
策
が
農
業
を
金

属
貨
幣
獲
得
の
た
め
の
輸
山
産
業
に
転
換
し
よ
う
と
し
た
こ
1r
一
を
挙
げ
る
。

彼
は
絶
対
主
義
を
資
木
主
義
を
促
進
す
る
も
の
と
し
て
把
え
、
そ
の
日
棋

が
大
陸
に
お
け
る
ス
ミ
ス
の
弟
子
達
り
目
標
主
一
致
し
て
い
る
と
指
摘
す

る
。
絶
対
主
義
の
置
尚
主
議
政
策
と
英
悶
最
呆
設
美
者
に
よ
る
宣
伝
が
大

陸
農
業
の
資
本
主
義
化
に
大
き
な
役
割
を
崩
じ
た
り
で
あ
る
。
我
々
は
彼

の
こ
り
よ
う
な
説
明
が
後
進
国
と
し
て
の
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
良
業
資
本

主
義
化
の
実
際
肋
過
程
を
少
く
と
も
部
分
的
に
は
正

L
i
k映
し
て
い
る

こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
農
業
の
資
本
主
義
化
を
外
部
的

ア
ダ
ム
司
、

L
ラ
ー
の
食
業
論

な
要
悶
と
人
為
的
な
政
策
な
い
し
宣
伝
に
帰
す
る
彼
の
説
明
は
、
彼
が
農

業
資
本
主
義
化
白
必
然
性
を
岳
一
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
、
主
た
彼
の
考
え
方
が
遅
れ
た
経
済
状
態
の
咋
物
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

彼
は
大
陸
白
「
附
業
的
農
業
」
の
特
徴
を
「
世
界
市
場
」

H
当
て
の
生

産
に
認
め
た
が
、
当
時
の
政
治
的
変
動
を
出
阿
武
と
し
て
「
世
界
巾
場
」
は

伎
に
と
っ
て
非
常
に
不
確
実
な
も
の
と
思
わ
れ
た
。
「
年
間
の
純
収
益
、

特
に
貨
幣
収
益
。
増
加
が
こ
の
同
称
合
理
的
理
論
の
一
車
認
す
る
目
的
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
出
場
が
、
そ
れ
故
大
多
数
の
場
合
泣
い
、
我
々
の
影
響

と
支
配
か
ら
全
く
独
立
し
た
、
天
気
の
よ
う
に
変
り
品
い
一
需
要
が
我
々
の

生
産
の
暴
君
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
売
り
千
と
買
い
手
の
全
世
界
に
わ
た

る
円
由
な
競
争
が
す
べ
て
の
経
済
の
原
別
で
あ
り
、
キ
要
条
件
な
の
で
あ

る
。
」
そ
の
結
果
「
民
族
と
そ
り
土
地
と
の
神
聖
な
結
び
付
き
」
が
、
社

会
を
構
成
す
る
全
成
員
相
互
附
の
交
錯
的
結
合
、
と
独
立
し
た
身
体
へ
の
合

成
と
が
解
消
さ
れ
、
「
悶
家
が
限
り
な
く
外
同
の
尚
業
力
に
、
そ
れ
故
列

国
の
武
力
に
師
し
、
」
「
民
族
の
労
働
と
需
要
が
当
然
あ
る
べ
き
ょ
う

r

相
互
に
規
制
し
、
関
連
す
る
の
で
は
な
く
、
何
々
の
労
働
者
は
円
分
で
世

界
市
場
の
需
要
と
別
々
の
交
拡
に
入
り
、
一
方
彼
の
祖
国
は
常
に
そ
の
五

渉
を
保
一
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
危
険
な
事
態
が
発
生
す
る
。

(
b
z
E
E
3
h
G
P
∞
己
胆
円
凶
由
)
す
べ
て
り
政
治
家
、
農
業
家
が
と

の
危
険
性
を
認
識
せ
ず
、
全
農
業
を
「
尚
業
的
農
業
」
に
転
化
し
よ
う
主

し
た
と

h
が
「
土
地
と
そ
の
生
一
色
物
に
対
す
る
商
業
的
投
出
側
、
」
次
い
で

第
八
十
九
巻

九
九
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四
号

五



ア
ダ
ム
・
ミ
ュ
ラ
の
農
業
論

「
無
数
の
農
業
の
破
産
、
剛
院
業
立
誌
と
農
業
改
革
の
欠
陥
、
理
論
と
実
際

と
の
札
幌
」

(
A
E塁
告
さ
A
2唱
団

z
p
m
H
Uご
の
原
悶
を
な
し
た

の
で
あ
る
。
ミ
ュ
ラ
l
は
当
時
の
東
ド
イ
ツ
、
特
に
プ
ロ
イ
セ
ン
で
の
良

栄
の
混
乱
と
悶
難
を
農
業
の
全
般
的
「
商
業
化
」
の
不

4
避
的
結
呆
、
と
み

な
L
た。

彼
は
大
陸
で
は
「
商
業
的
農
業
」
が
「
世
界
巾
場
」
を

R
棋
と
し
て
生

産
せ
さ
る
を
得
ぬ
た
め
、
不
適
均
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
ら
ば
彼
は
英
同

で
「
商
業
的
農
業
」
を
迫
討
な
も
の
た
ら
し
め
た
条
件
と
し
て
い
か
な
る

も
の
を
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
紋
は
ほ
ぼ
以
下
の
条
件
を
指
摘
す
る
。

付
確
回
、
と
し
た
同
氏
的
存
在
、
伺
軍
事
刀
、
叫
に
海
軍
刀
と
密
接
に
結
び

つ
き
、
世
界
市
場
を
又
配
す
る
一
ヨ
大
な
資
本
と
強
力
な
経
済
力
、
同
経
済

力
白
一
環
と
し
て
の
巨
大
な
凶
内
需
要
、
同
国
内
市
場
を
結
合
し
、
す
べ

て
の
種
類
の
ヰ
産
物
に
出
口
を
聞
く
水
陸
交
通
機
関
の
存
在
が
そ
れ
で
あ

る
。
〈
A
U
V
Q
S
E
き
N
h
G
F
凶

E
H
H
b
〉
彼
が
英
国
で
の
「
商
業
的
農

業
」
の
右
在
条
件
と
し
て
上
記
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
と
す
れ
ば
、
ド
イ

ツ
も
し
く
は
プ
ロ
イ
セ
ン
が
英
凶
の
経
済
力
に
「
世
界
市
場
」
で
対
抗
し

得
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
の
説
明
を
彼
に
期
待
す
る
の
が

当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
彼
は
そ
の
よ
う
な
向
題
意
識
を
も
た
な
い
。
彼

は
国
情
の
相
遣
を
阪
出
て
同
定
的
に
、
即
ち
人
間
の
力

rよ
っ
て
解
消
し

得
な
い
も
の
と
理
解
し
た
。
し
た
が
っ
て
問
題
の
解
決
、
つ
ま
り
経
済
的

安
定
の
回
復
は
経
済
の
国
民
的
な
独
向
性
の
復
活
に
よ
っ
て
、
換
言
す
れ

ば
「
世
界
市
場
」
へ
の
依
存
を
脱
却
し
、
円
給
附
体
制
に
復
帰
す
る
=
?
と

第
八
十
九
巻

五
四

5
 

に
」
っ
て
迷
成
さ
れ
得
る
L

乙
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
相
対
主
義
は

こ
の
よ
う
に
極
め
て
保
守
的
な
立
場
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
農
業
資

本
主
義
化
の
必
然
性
に
つ
い
て
の
認
識
を
欠
い
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
よ

う
な
考
え
方
を
可
能
に
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

川
こ
の
場
合
的
「
距
離
」
、
「
遠
近
」
が
変
通
手
段
目
存
在
を
考
古
叫
に

入
れ
た
概
急
で
あ
る
己
と
は
、
彼
自
身
が
注
怠
し
て
い
る
。

(
A
E
Q
F占
丘
町
廷
で
九
四
な
や
』
印
同
日
間
〕

ω
彼
は
「
農
業
家
書
簡
」
で
テ
i
ヤ
町
名
を
羊
げ
て
論
難
し
て
い
る
。

ω
彼
は
「
商
業
的
農
業
」
に
も
そ
の
存
在
川
値
を
認
め
、
テ
I
ャ
。

業
践
に
も
一
応
の
評
側
を
与
え
て
い
る
。
た
だ
そ
の
際
披
は
「
孤
立

的
農
業
」
の
原
則
が
常
創
的
原
則
に
よ
っ
て
伝
さ
れ
た
い
と
い

5
こ

と
を
条
件
と
し
て
い
る

D

二
つ
の
対
立
物
の
有
機
的
統
一
に
闘
す
る

彼
の
思
想
に
う
い
て
は
、
両
島
前
掲
論
文
参
照
。

ω
彼
は
「
地
主
企
同
組
合
」
が
土
地
の
投
機
を
促
す
一
要
因
で
あ
る

L

乙
相
摘
し
て
い
る
。

(
F
E
N
-
ま
F
m
t
〉

同
彼
は
か
な
ら
ず
し
も
極
端
な
穀
物
貿
易
排
斥
論
者
で
は
な
い
。
彼

は
相
対
主
義
的
半
場
に
ふ
さ
わ
L
く
、
「
要
綱
」
で
穀
物
貿
易
の
絶

対
的
な
日
由
も
、
絶
対
的
な
封
鎖
も
準
則
た
り
得
ず
、
政
治
家
が
情

況
に
応
じ
て
辿
切
な
手
段
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

(巴
2
2
F
出
Z

H

F
印

8
1
8
)

凹

0
0

第
四
号

四

農
業
は
複
雑
な
、
変
化
し
て
止
ま
な
い
白
然
k
生
き
た
動
植
物
と
直
接



に
接
触
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
業
は
土
地
と
最
も
山
県
密
に
結
ぼ
れ
て

お
り
、
そ
の
経
質
の
た
め
に
は
一
定
白
土
地
へ
定
若
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
が
、
土
地
も
し
く
は
自
然
は
そ
の
性
質
、
気
候
風
土
そ
の

v

他

r多
分

に
「
個
性
」
を
も
っ
て
お
り
、
あ
る
地
方
に
適
地
さ
れ
得
た
良
耕
組
織
も

他
の
地
岐
に
は
必
ず
し
も
直
ち
に
妥
当
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
土
地
の
性

質
は
そ
れ
に
応
じ
た
農
耕
組
織
を
要
求
し
、
農
耕
組
織
は
地
域
の
特
性
に

応
じ
て
多
様
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
業
経
営
は
地
域
の
「
個
性
」
、

特
殊
件
を
十
分
考
慮
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
、
恐
業
は
地
域
の
特
殊
性
の

全
体
と
の
連
闘
に
お
い
て
、
ま
た
地
域
の
特
殊
性
の
一
表
現
と
し
て
理
解

き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
あ
る
胤
則
の
昔
、
温
的
妥
当
性
に

対
す
る
疑
念
、
一
般
に
普
遍
的
安
当
性
を
も
っ
原
則
の
存
在
可
能
性
に
対

ず
る
疑
問
か
農
業
で
は
最
も
生
じ
易
い
。
啓
蒙
思
訟
が
合
理
主
義
的
以
則

の
普
通
的
妥
当
性
を
要
求
し
た
こ
と
に
対
す
る
保
守
主
義
的
立
場
か
ら
の

批
判
は
、
農
業
に
そ
の
現
実
的
基
礎
を
見
出
し
?
の
で
あ
る
。
す
べ
て
の

原
則
は
そ
れ
を
成
立
せ
し
め
た
地
域
の
持
殊
性
白
全
体
、
と
り
悶
速
に
お
い

て
把
握
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
に
す
べ
て
の
以
則
は
そ
の
妥
当
性
と

同
時
に
そ
白
限
界
を
有
す
る
と
い
う
相
対
主
義
的
原
則
が
生
ず
る
。
農
業

に
お
け
る
特
殊
的
な
も
の
を
考
慮
す
る
必
要
が
ロ
マ
ン
主
義
の
個
性
尊
重

白
理
念
と
結
合
し
て
、
一
定
。
原
則
に
も
と
づ
〈
改
革
運
動
に
反
対
す
る

一
恨
拠
を
な
し
た
の
で
あ
る
。

農
業
は
主
と

L
E
生
き
た
動
椀
物
を
そ
り
労
働
対
象
と
し
て
い
る
こ
L
と

か
ら
通
常
「
農
業
白
ー
有
機
的
性
格
」
と
よ
ば
れ
る
特
性
を
も
っ
て
お
り
、

ア
ダ
ム
・
ミ
F

ラ
ー
の
農
業
論

そ
の
資
本
主
義
牝
を
妨
げ
る
多
〈
の
障
害
が
存
在
す
る
。
そ
の
た
め
農
業

の
資
本
主
義
化
は
仙
の
注
業
部
門
よ
り
概
し
て
困
難
で
あ
あ
こ
と
は
一
般

的
に
承
認
さ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
農
業
の
資
本
主
義
化
は
他
の
産
業

に
比
し
遅
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
著
し
く
複
雑
な
過
程
を
た
ど
る
u

こ
の

こ
と
か
ら
農
業
に
は
資
本
主
義
経
済
が
妥
当
し
な
い
り
で
は
な
い
か
、
州
車

業
に
資
本
主
義
経
済
の
原
則
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
疑
惑
が
発
生
す
る
。
ミ
斗
ラ
ー
が
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
化

へ
の
陣
宝
刊
の
い
〈
っ
か
を
指
摘
し
、
農
業
の
資
本
主
義
化
き
れ
難
い
特
性

を
農
業
へ
の
営
利
原
則
導
入
に
対
す
る
反
論
の
一
根
拠
と
し
て
い
る
こ
と

は
、
既
に
見
た
と
ラ
り
で
あ
る
。
経
済
的
合
理
主
義
に
疑
問
を
抱
い
た
も

の
が
農
業
の
相
対
的
に
非
合
理
的
な
性
格
を
絶
対
化
し
て
強
調
し
た
の
は

決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
彼
ば
資
本
主
義
原
則
の
普
通
性
の
要
求
に
対
す

る
批
判
の
一
論
拠
を
、
農
業
に
資
本
主
義
原
則
が
貫
徹
し
難
い
と
い
う
事

実
に
求
め
よ
う
唱
と
し
た
。
農
業
は
他
の
営
業
主
質
的
に
相
違
し
て
お
り
、

経
済
的
自
由
主
義
の
原
則
が
適
刑
さ
れ
得
ず
、
農
業
に
固
有
D
法
川
に
従

う
べ
き
も
の
と
き
れ
た
の
で
あ
る
。

農
業
は
モ
の
成
果
を
自
然
の
力
、
動
植
物
白
成
長
の
力
に
大
き
く
依
存

し
て
い
る
。
動
植
物
の
成
長
は
過
玄
の
成
果
の
基
礎
の
上
に
各
個
体
の
生

命
力
に
よ
る
発
展
が
絶
え
ず
重
ね
ら
れ
る
と
い
う
形
で
行
わ
れ
、
連
続
的

発
展
と
い
う
形
態
を
と
る
。
こ
の
過
逗
は
動
組
物
の
も
つ
生
命
力
の
作
用

と
し
て
行
わ
れ
、
人
間
が
こ
り
過
程
に
直
接
介
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

人
間
は
動
植
物
白
成
長
の
た
め
の
条
件
を
整
備
す
る
乙
と
が
で
者
る
だ
け

第
八
十
九
巻

凹。

第
四
号

五
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ア
ダ
ム
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
農
果
論

に
す
ぎ
な
い
。
動
植
物
的
成
長
に
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
速
度
が
あ
っ
て
、

人
間
が
労
働
も
し
く
は
技
術
に
よ
っ
て
動
植
物
の
一
成
長
か
著
し
く
促
進
す

る
こ
み
も
、
ま
た
収
穫
を
飛
躍
的
に
増
大
さ
ぜ
る
こ
と
も
掠
め
て
困
難
で

あ
る
。
農
業
で
は
人
間
よ
り
も
自
然
が
よ
り
多
ベ
生
産
L
、
農
産
物
の

「
年
間
総
生
産
は
人
間
の
怒
窓
的
な
勤
勉
に
よ
っ
て
高
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
こ
こ
で
は
自
然
が
人
間
に
あ
る
永
久
の
限
界
を
劃
し
て
お
り
、
技

術
に
よ
っ
て
そ
れ
を
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
(
同
守
送

E
F
出
C

H

H

ω
芭
)
農
業
の
こ
の
特
性
は
産
業
経
営
の
性
格
を
規
定
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
農
業
者
D
思
考
態
度
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
農
業
主
経
営

す
る
士
め
に
は
動
植
物
の
性
格
、
そ
の
連
続
的
な
制
性
に
十
分
考
慮
す
る

こ
主
が
、
そ
の
た
め
に
は
農
業
経
営
自
体
が
連
続
的
性
格
を
と
る
こ
と
が

必
要
で
あ
h
o
農
業
で
は
生
産
方
法
を
一
時
に
大
き
く
変
更
す
る
こ
之
は

容
易
で
な
い
。
農
業
白
こ
の
性
格
は
一
切
の
も
の
を
連
続
的
危
も
の
の
一

過
程
、
と
し
て
把
握
す
る
乙
と
芹
在
え
る
と
同
時

r、
人
為
的
な
も
む
、
飛

躍
的
な
も
の
を
略
作
す
る
態
度
を
養
う
。
国
家
を
独
自
の
生
命
を
も
っ
有

機
体
k
み
な
し
、
人
為
的
な
改
革
を
拒
存
し
よ
う
と
す
る
見
解
は
長
染
者

4
 

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
農
業
で
人
間
の
力
が
大
き
な

影
響
力
を
も
ち
得
な
い
こ
と
は
、
他
方
人
間
の
力
の
限
界
主
怠
識
さ
せ
る
。

農
業
の
収
穫
が
人
間
の
力
よ
り
も
強
力
な
自
然
の
力
に
依
存
す
る
こ
と
は
、

人
向
。
刀
に
は
一
定
。
限
度
が
あ
り
、
そ
れ
よ
り
も
強
力
な
力
が
存
在
L
、

人
聞
の
存
在
が
そ
の
力
に
依
存
し
て
い
る
乙
と
を
意
識
せ
し
め
る

9

長
誌

に
基
礎
を
お
く
こ
の
よ
ラ
な
思
考
は
人
出
の
力
へ
の
信
頼
を
基
本
的
理
念

第
八
十
九
巻

回。

第
四
号

ラ円
ー」/、

正
す
る
近
代
的
合
理
主
義
思
想
と
全
面
的
に
対
立
し
、
よ
り
強
力
な
力
へ

の
信
仰
と
い
う
点
で
ロ
マ
ン
主
義
の
思
組
と
共
通
す
る
も
白
を
も
っ
。
こ

と
で
も
農
業
は
保
守
的
ロ
マ
ン
的
思
起
の
現
実
的
基
盤
を
成
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
伝
統
的
農
業
社
会
に
お
け
る
農
業
者
の
精
神

的
態
度
に
つ
い
て
の
ミ
ュ
ラ
ー
の
許
価
で
あ
る
。
「
上
地
所
有
の
内
的
性

質
、
そ
の
永
続
と
固
執
は
そ
れ
を
耕
作
す
る
人
間
の
性
格
に
深
い
印
象
主

刻
み
込
む
。
」
「
農
業
者
が
農
機
兵
や
役
玄
聞
の
繋
ぎ
方
を
ほ
ん
の
僅
か
変

化
さ
せ
よ
う
す
る
と
き
、
そ
れ
に
反
抗
す
る
も
の
は
怠
惰
(
情
性
)
で
あ

る
。
し
か
L
そ
れ
は
我
々
が
自
然
料
学
か
ら
知
る
よ
う
に
な
っ
た
、
世
界

諸
力
の
秩
序
あ
る
動
き
で
偏
狭
で
非
合
理
な
怠
惰
と
し
て
相
当
な
役
割
を

演
じ
て
い
る
種
類
の
怠
惰
で
あ
る
。
」
乞

Z
S昌
弘
吉
之

E
沼
田

H

臼
)
決

菜
、
怖
に
非
営
利
的
な
伝
統
的
農
業
で
は
農
業
者
は
慨
し
て
従
来
存
続
し

て
き
た
も
の
に
無
批
判
に
固
執
し
、
新
し
い
も
の
を
無
条
件
に
排
斥
す
る

と
い
う
精
神
的
態
度
に
陥
り
が
ち
で
あ
る
。
こ
の
精
神
ぱ
態
度
は
一
不
合
理

で
凶
世
的
な
、
偏
狭
間
閉
の
態
度
、
精
神
的
な
一
不
活
濃
さ
と
し
て
合
型
主

義
者
の
非
難
の
的
と
な
っ
た
。
し
か
し
ミ
ュ
ヲ
ー
の
保
苛
的
立
場
に

ιっ

て
農
業
者
の
保
守
的
な
態
度
は
最
も
望
ま
し
い
精
神
的
態
度
で
あ
り
、

「
当
代
の
軽
薄
な
理
性
」

(
A
E
2
A
N
5
4
G
p
m
弓
ご
よ
り
も
遥
か
に

深
い
.
隠
れ
た
智
恵
白
表
現
な
の
で
あ
る
。
彼
は
農
業
者
の
心
理
的
惰
性

に
大
き
な
意
義
を
認
め
、
そ
の
役
割
を
和
極
的
に
評
価
し
た
。
更
に
彼
は

農
業
者
の
こ
の
保
守
的
な
態
度
に
新
L
い
時
代
精
神
、
合
世
主
説
思
起
に



も
と
づ
く
改
革
運
動
に
対
す
る
心
理
的
障
壁
を
認
め
た
。
農
業
、
特
に
伝

統
的
農
業
と
農
業
社
会
は
そ
こ
に
発
生
し
品
い
保
守
主
義
的
な
精
神
的
態6

 

度
の
基
礎
と
し
て
ミ
ュ
ラ
ー
に
と
っ
て
大
き
な
意
義
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。

川
内
マ
ン
ハ
イ
ム
に
上
れ
ば
抽
象
的
思
弁
的
た
も
の
に
対
ナ
る
雌
恵
、

具
体
的
な
も
の
へ
の
執
着
は
保
守
主
義
的
思
考
の
一
特
徴
で
あ
る
。

マ
ン
ハ
イ
ム
前
掲
書
、
三
り

l
四
一
一
良
参
照
。

∞
こ
の
こ
、
と
か
ら
ミ
ュ
ラ
ー
は
農
業
を
性
急
な
進
歩
を
求
め
る
人
間

活
動
に
苅
す
る
均
街
鉦
K
L
て
の
保
守
的
要
因
と
み
な
し
て
い
。

ω
ミ
ュ
一
フ
!
は
農
業
と
土
地
所
有
の
連
続
的
に
発
展
す
る
特
性
に

「
国
家
経
済
り
投
も
明
確
な
棋
範
」
を
認
め
る
。
(
冨
己
-
o
p
可町、

包
h
h
w
a
s
s
oゅ、

smま
q
a
H
V
G
Q
Z
G
札

E
m
R円
札

E
-
H
2
P
U】「
ω四
ぐ

C
ロ

出
口
2
2
-
邑
N
N
'
ω

四

回

)

川

刊

由

。

Fロ
mvσ0】
一
同
町
札
。
「

HW乱

]
[
H
m
H
∞

何
回
。
宮
島
己
↑
安
子
宮
口
』
剖
巴

川
明
リ
ス
ト
は
良
業
社
会
に
生
じ
が
ち
な
精
神
的
弛
緩
を
批
判
L
、
工

業
促
進
の
市
町
を
説
い
た
。
ぐ
m-

司
】
「

H
E
H
H
O
H
H
F
z
y
b
E
aぬ
N
g
s
t
G

同
日
、
民
ぬ
き
札
ミ
可
。
目
立
N
h
m
F
2
D
b
E
C富
F
H
E
Y
V日
間
〈
。
ロ

メ
ー
宮
ロ
t
m
L
お
∞
'
叩

N
C
N
N
G
U

ミ
ュ
一
フ
ー
は
新
し
い
資
本
主
義
的
社
会
秩
序
に
分
裂
、
と
無
秩
庁
を
認
め
、

そ
こ
か
ら
の
脱
山
を
中
世
的
な
人
間
関
係
と
身
分
制
度
の
復
活
に
求
め
た
。

農
業
。
伝
統
的
制
度
、
伝
統
的
な
も
り
を
保
存
し
易
い
性
質
は
改
革
理
論

に
対
す
る
反
論
の
理
論
的
根
拠
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
旧
1v
秩
序
の
変

革
に
対
す
る
防
壁
古
形
成
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
υ

彼
は
農
業
に
お
け

ア
ダ
ム
ミ
ユ
ラ
ー
の
農
業
論

る
伝
統
的
な
も
の
の
維
持
、
復
情
強
化
を
要
求
し
、
農
業
へ
の
営
利
原
則

の
適
用
を
排
斥
し
、
そ
の
た
め
の
最
も
強
刀
な
要
因
と
し
て
土
地
の
世
襲

財
産
制
に
固
執
し
た
。
農
業
で
は
他
の
営
業
と
異
な
る
原
則
が
支
配
す
る

と
い
う
こ
、
と
を
示
す
だ
け
で
は
伝
統
的
農
業
を
価
値
づ
け
る
に
十
分
で
な

く
、
国
家
に
け
る
伝
統
的
農
業
の
独
自
の
役
割
を
示
す
こ
主
が
必
要
で
あ

っ
た
の
そ
の
内
容
は
既
に
見
た
と
う
り
で
あ
る
の
こ
ラ
し
て
農
業
は
他
の

一
般
の
産
業
と
質
的
に
相
違
す
る
地
位
を
与
え
ら
れ
た
。
ミ
エ
ラ
ー
に
と

っ
て
、
ま
た
大
各
一
致
の
貴
族
に
と
っ
て
農
業
は
単
な
る
営
業
以
土
の
存
在

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

川
山
山
由
。
げ
ロ
mwず

mY
帆

O
A
R
均
一
切
仏

]

[

ω

A

炉内山由

彼
は
台
典
派
経
済
守
の
方
法
で
あ
っ
た
抽
象
的
方
法
に
反
対
し
、
全
体

的
な
認
識
方
法
を
主
張
し
た
。
し
か
し
彼
白
叙
述
に
は
断
片
的
な
直
感
的

判
断
が
極
め
て
多
く
、
そ
れ
ら
は
学
問
的
規
定
に
よ
っ
て
相
互
に
媒
介
さ

れ
て
い
な
い
。
主
た
そ
こ
に
は
科
学
的
な
も
の
に
不
可
欠
な
厳
密
な
概
念

規
定
や
論
理
の
一
貫
性
、
ま
た
事
実
に
関
す
る
十
分
な
知
識
に
も
欠
け
て

い
る
し
と
は
多
く
の
人
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
一

方
に
お
け
る
無
媒
介
的
、
直
感
的
認
識
、
他
方
に
お
け
る
論
理
的
、
体
系

的
な
も
の
の
欠
如
が
彼
の
論
述
の
一
特
色
を
な
し
て
い
る
。
彼
の
直
感
的

判
断
に
は
そ
れ
自
体
鋭
く
、
正
当
な
も
の
が
少
く
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
が
十
分
な
論
証
、
説
得
力
を
伴
い
得
な
か
っ
た
の
は
、
抽
象
的
方
法

を
無
抗
し
た
も
の
申
必
然
的
に
た
ど
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
途
で
あ
っ
た
。

彼
が
「
問
題
を
提
起
す
る
だ
け
で
、
詳
論
し
な
か
っ
た
。
」
と
評
さ
れ
る

第
八
十
九
巻

円。

節
目
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ア
ダ
ム
・
ミ
ュ
ラ
!
の
農
業
論

ゆ
え
ん
で
あ
る
u

し
た
が
っ
亡
ミ
ュ
ラ
ー
の
農
薬
に
関
す
る
理
論
的
業
績
は
独
自
の
体
系

的
な
農
来
世
論
白
建
設
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
農
業
の
実
際
に
関
す

る
詳
細
な
知
識
に
あ
る
の
で
も
な
M
Q
そ
れ
は
彼
が
経
済
的
合
理
主
訟
に

刻
す
る
反
論
佐
一
身
に
結
集
し
て
農
業
に
対
す
る
経
済
的
自
由
主
義
の
妥

当
性
に
疑
問
を
投
げ
か
け
、
ま
た
農
業
に
単
な
る
営
業
も
し
く
は
最
産
物

生
席
部
門
以
上
白
価
値
を
認
め
、
後
の
農
業
保
護
関
税
問
題
を
め
ぐ
る
主

員
派
の
議
論
内
容
を
先
取
し
た
こ
と
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

川

ロ

マ

γ
主
義
者
。
精
神
的
な
力
は
女
性
的
な
鋭
肱
な
感
受
性
と
践

情
移
入
心
能
力
に
あ
る
。
マ
ン
ハ
イ
ム
前
掲
吾
、
九
二
九
一
頁
。

九
九
頁
。

ω
『

国

EnpzkrEHHμ

冨
己
]σ
吋

N
己

目

白

E
R
F吉
岡
田
百
戸
ロ

2

}戸戸口仏
OHZEω
ロ
ペ
門
。
骨
ω片
山
町

g
p目
H
寸

】

↓

mw
ロロ

2

5日戸』
N
G
N
N

巴
暑
さ
冶
¥
札
制
鳴
丘
町
内
向
詰
送
還
青
山
山
君
主

E
N
Z
E
E
w
m叫
F
出

色

白

田

E
N
U沼

田

日

。

前川町

]

{

1

0

ロN
と
吉
丸

ω
同
一
凶
由

川
刊
国
民
の
基
本
的
需
要
を
満
た
す
も
の
、
即
ち
穀
物
の
需
給
に
開
L

て
外
国
に
依
存
す
る
こ
と
を
避
け
、
国
家
。
独
立
を
維
持
す
る
た
均
、

彼
が
穀
物
取
引
に
つ
い
て
国
家
に
よ
る
調
整
を
主
指
し
た
こ
と
、
ま

た
有
機
体
と
し
て
の
国
家
の
経
開
的
均
衡
か
論
じ
て
、
農
業
之
工
業

。
均
衡
O
必
要
性
を
説
き
、
「
操
業
国
家
か
、
工
業
国
家
か
よ
り

問
題
に
先
鞭
を
つ
け
た
こ
し
ζ

も
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼

自
著
作
は
農
業
不
況
の
結
果
、
農
業
者
が
経
済
的
自
由
主
義
の
原
則

第
八
十
九
巻

四
ひ
四

第
四
号

五
ノ1

か
ら
離
間
し
、
日
ら
の
経
清
的
利
益
を
擁
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
時
、
彼
専
の
政
治
的
闘
争
の
武
器
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
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